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機
能
主
義
と

「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」

ー

i

ホ
レ
イ
シ
:
グ
リ
ノ
ウ
の
造
形
論
を
め
ぐ
っ
て
|
|

藤

田

?台

彦

ψ小

ま
る
で
装
飾
の
な
い
建
物
が
、

マ
ッ
ス
と
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
高
食
で
日
間
位
の
あ
る
情
趣
を
伝
え
う
る
の
は
自
明
の
こ

と
だ
と
私
は
忠
う
。
一
方
、
装
飾
が
そ
れ
ら
の
要
素
た
る
諸
特
性
を
本
質
的
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
う
る
か
一
台
か
は
、
私
に
と
っ
て

明
白
で
は
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
、
な
ぜ
私
た
ち
は
装
飾
を
用
い
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
私
た
ち
が
そ
れ
以
上
の
も
の
を
求
む
べ
き

①
 

理
由
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
問
い
掛
け
で
始
ま
る
ル
イ
ス
・
サ
リ
ヴ
ア
ン

(
円
、
。
ロ
片
山

同
.
ω
ロ
日
ロ
〈
知
ロ〕
(
∞
日
目
j
H
U
N品
)
の
「
建
築
に
お
け
る
装
飾
(
O円5
1

5
0

ロ
門
吉
〉
吋
口
広
門
ぬ
の
け
ロ
円
。

)
L

(
一
八
九
二
年
)
と
ア
ド
ル
フ
・
ロ
ー
ス

5
0
E
C
H
丘
〈

2
σ
門
2
v
g
)」

九
O
八
年
)
と
の
関
係
、
お
よ
び
、

の
「
装
飾
と
罪
悪

(
O吋
B

ー

そ
の
歴
史
上
の
意
義
は
幾
度
か
指
捕
さ
れ
強
調
さ
れ
て
き
的
。

(
〉
(
凶
(
込
町
下
。
。
少
同
∞
吋

(
)
i
H
U
ω
ω
)

事
実
、
ロ
i

ス
は
サ
リ
ヴ
ア
ン
に
よ
る
こ
の
記
事
が
『
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
マ
ガ
ジ
ン
』
に
掲
載
さ
れ
た
翌
年
に
渡
米
し
、

一
r
、
，
し
占
、

一
一
，
，
，
r
Jノ
」
ノ

機
能
主
義
と
一
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
い

八
九



機
能
主
義
と
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
一

九
O 

年
ま
で
の
約
3

年
間
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
し
て
お
り
、
初
期
「
シ
カ
ゴ
派
」
の
デ
、
ザ
イ
ン
や
サ
リ
ヴ
ア
ン
の
思
想
に
触
れ
る
機
会
は
あ
り
え

⑦
 

た
。
確
か
に
サ
リ
ヴ
ア
ン
は
、
後
の
ロ
i

ス
の
主
張
を
先
取
り
す
る
か
の
よ
う
に
、

ウ
フ
ま
く
形
作
ら
れ
、
裸
の
ま
ま
で
も
美
し
い
諾
建

築
の
建
造
に
私
た
ち
の
思
考
が
本
当
に
集
中
す
る
よ
う
に
、
何
年
か
の
閉
ま
っ
た
く
装
飾
を
使
わ
ぬ
よ
う
に
す
れ
ば
、
美
的
に
良
い
結
果

①
 

を
も
た
ら
す
こ
と
に
伐
る
だ
ろ
う
」
と
、
そ
の
記
事
の
中
で
続
け
て
い
る
の

し
か
し
な
が
ら
、
サ
リ
ヴ
ア
ン
の
言
葉
と
ロ
!
ス
に
よ
る
主
張
と
の
問
に
共
通
点
が
見
ら
れ
、

「
シ
カ
ゴ
派
」
の
影
特
と
思
わ
れ
る
デ

、
ザ
イ
ン
を
ロ
i

ス
が
残
し
て
い
て
も
、
両
者
の
思
想
は
根
本
的
に
相
容
れ
な
い
。
サ
リ
ヴ
プ
ン
が
こ
の

J討
問
'
自
答
か
ら
導
き
出
す
の
は
、

⑨
 

新
し
い
「
有
機
的
装
飾
」
や
「
綜
合
的
な
装
飾
の
計
商
L
で
あ
り
、

ロ
ー
ス
が
主
張
す
る
こ
と
に
な
る
の
は
「
装
飾
の
否
定
」
で
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
帰
関
し
た
ロ
!
ス
は
、
先
ず
実
際
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
よ
り
も
、
芸
術
文
化
や
物
質
文
明
を
扱
う
評
論
家
と
し
て

頭
角
を
現
わ
し
、
後
の
「
装
飾
と
罪
悪
」
に
集
約
さ
れ
る
主
張
を
一
八
九
七
年
か
ら
一
八
九
八
年
に
か
け
て
吋
ノ
イ
エ
・
フ
ラ
イ
エ
・
プ

レ
ツ
セ

(
Z
2
0匂
円
。~
o
M
U吉
田
印
。
新
自
由
新
開
)
』
で
素
描
し
始
め
た
。

ロ
ー
ス
の
装
飾
に
対
す
る
姿
勢
は
、
庶
接
的
に
は
サ
リ
ヴ
ア
ン
や
当
時
の
ウ
ィ
ー
ン
で
シ
カ
ゴ
に
お
け
る
サ
リ
、
ヴ
プ
ン
に
匹
敵
す
る
役

制
を
果
し
て
い
た
オ
ッ
卜
i
-

ワ
!
グ
ナ
!

(
0
3
0者
同
宮
R
E
S
-
H

甲
山
∞
)
か
ら
、
時
に
は
肯
定
的
に
、
時
に
は
否
定
的
に
学
ん
だ
も

(
の0
3
]勺
門
店
。ω
0
5℃
2

・
z
o
ω
同
∞
吋
∞
)

工
芸
品
や
建
造
物
の
装
飾
に
つ
い
て
の
興
味
自
体
は
、
晩
年
ウ
ィ
ー
ン
で
も
活
動
し
た
ゴ
ッ
ト
フ
リ
!
ト
・
ゼ
ン
パ
l

@
 

の
著
作
等
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
培
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
装
飾
や
工
芸
品
の
夜
り
方

の
で
あ
ろ
う
し
、

に
そ
れ
ら
を
生
み
出
し
て
い
る
文
化
の
程
度
を
見
て
、
社
会
批
評
を
展
開
す
る
ロ

l

ス
の
評
論
形
態
の
基
礎
は
そ
こ
に
あ
る
に
し
て
も
、

装
飾
自
体
に
対
す
る
非
常
に
厳
し
い
ロ
i

ス
の
立
見
に
比
一
廓
し
う
る
一
一
一
日
説
を
彼
以
前
に
求
め
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
ゼ
ン
パ
!
と
同
世
代
の

ア
メ
リ
カ
人
彫
刻
家
ホ
レ
イ
シ
ョ
・
グ
リ
ノ
ウ
(
司
0
3

江
C
C
3
3
0
高

}
f
z
g
l
H∞
日
出
)
が
残
し
た
造
形
芸
術
お
よ
び
実
用
品
の
形
態
に

つ
い
て
の
評
論
を
平
に
す
る
こ
と
に
な
る
。



一
九
世
記
末
か
ら
ニ
O
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
ロ
j
ス
の
主
張
と
、
お
も
に
一
八
四

0
年
代
に
脅
か
れ
た
グ
リ
ノ
ウ
に
よ
る
評
論
と
の

開
に
は
、
半
殴
紀
以
上
の
時
間
の
楚
を
忘
れ
さ
せ
る
ほ
ど
の
類
似
性
が
あ
る
。

文
化
の
程
度
が
低
け
れ
ば
低
い
ほ
ど
装
飾
が
目
立
つ
。
装
飾
と
い
う
も
の
は
克
服
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
だ
。
パ
プ
ア
人
と
犯
罪
者

は
向
分
た
ち
の
皮
腐
を
飾
る
。
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
は
自
分
の
摺
と
自
分
の
小
舟
を
何
府
も
の
装
飾
で
被
う
。
し
か
し
、
自
転
車
や
蒸
気

φ
 

機
関
は
無
装
飾
だ
。
進
歩
的
文
化
が
次
か
ら
次
へ
と
物
を
装
飾
か
ら
分
離
す
る
。

ロ
ー
ス
は
一
八
九
八
年
八
月
二
十
一
日
の
吋
ノ
イ
エ
・
フ
ラ
イ
ヱ
・
プ
レ
ツ
セ
い
紙
に

「
婦
人
の
そ
l

、
ド
(
む
山
吉
σ
ロ
5
0

色
。
)
」と
題
し

た
記
事
を
寄
せ
、

)
の
よ
う
に
述
べ
た
。

)j 

一
八
四
0
年
代
に
訴
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
グ
リ
ノ
ウ
の
評
論
に
は
、
次
の
よ
う
な
一

節
が
あ
る
〉高

速
な
る
芸
術
が
衰
え
た
時
、
彫
り
物
と
装
飾
が
純
然
た
る
有
機
体
を
侵
し
た
。
南
洋
諸
品
の
原
住
民
が
刺
青
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
人
体
に
変
化
を
加
え
た
よ
う
に
、
器
用
な
ギ
リ
シ
ア
の
職
人
芸
術
家
は
、
完
全
な
も
の
を
更
に
越
え
よ
う
と
試
み
た
。
多
く
の

修
辞
学
者
と
熟
練
し
た
文
法
学
者
た
ち
が
、
基
本
構
造
の
一
一
一
一
日
諾
の
訪
要
素
を
も
精
妙
に
し
、
細
か
な
区
別
だ
て
を
し
た
ハ
彼
ら
す
べ

⑥
 

て
が
話
を
す
る
と
、
神
人
、
半
神
的
英
雄
、
そ
し
て
神
々
ま
で
が
立
ち
去
っ
て
し
ま
い
、
沈
黙
が
流
れ
た
り

グ
リ
ノ
ウ
と
同
採
に
、

ロ
ー
ス
も
未
開
人
の
生
活
羽
目
慣
や
日
常
の
道
具
な
ど
に
興
味
を
持
ち
、そ
れ
ら
を
各
種
評
論
の
中
で
頻
繁
に
技
場

さ
せ
て
い
る
。

「
婦
人
の
モ
i

ド
」
に
使
わ
れ
た
一
節
は
、
同
じ
一
八
九
八
年
の
七
月
一
一
一
日
に
吋
ノ
イ
エ
・
フ
ラ
イ
エ
・
プ
レ
ツ
セキ氏

機
能
主
殺
と
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」

ブL



機
能
主
義
と
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
い

九

に
既
に
掲
載
し
た
別
な
記
事
「
京
惑
な
車
(
ロ
S
F
C
H
5
P
U
吋
君
。
門
付
)
」
の

⑬
 

て
「
装
飾
と
原
作
成
と
の
冒
頭
に
も
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
車
繍
や
機
械
類
の
形
に
つ
い
て
の
い
以
前
一
な
る
一
一
一
一
口
及
も
、

@
 

で
は
な
く
、
グ
リ
ノ
ウ
が
一
八
四
0
年
代
と
い
う
早
い
時
期
に
行
っ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

@
 

部
を
言
い
換
え
た
も
の
で
、

そ
れ
は
再
び
多
少
形
を
変
え

ロ
ー
ス
だ
け

ψ小

ψ小

ホ
レ
イ
シ
ョ

グ
リ
ノ
ウ
は
ハ
イ
ア
ラ
ム

-
パ
ワ
i

ズ

(
回
目
H
A凶
B
M
M
C巧
o
a
w
5
0
日
l
H∞
吋ω
)
お
よ
び
ト
マ
ス
・

ク
ロ
フ
ォ
ー
ド

3
Y
O
B訟
の
日
巧
沙
門
広
-
H
∞
ロ
l
z
mご
と
共
に
、
初
め
て
地
方
の
彫
刻
職
人
の
レ
ヴ
ェ
ル
か
ら
間
際
的
舞
台
へ
と
昇
っ
た
、

ア
メ
リ
カ
彫

刻
の
第
一
世
代
を
形
成
し
た
一
人
で
あ
る
。
ボ
ス
ト
ン
に
生
ま
れ
た
グ
リ
ノ
ウ
は
ハ
!
ヴ
ァ
i

ド
・
カ
レ
ッ
ジ
で
学
ん
だ
後
、
一
八
二
五

年
に
イ
タ
リ
ア
へ
液
り
、

先
づ
当
時
ロ
l

マ
で
制
作
活
動
を
し
て
い
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
彫
刻
家
ト
ル
ヴ
ア
ル
セ
ン

(
〉
日
ぴ
σ
円
円
切
。
円
円
。
-

叶
，U
0
2同
E
m
o
p
古
田
∞1
5
主
)
に
学
、
ひ
、
続
い
て
フ
イ
レ
ン
ツ
ェ
で
バ
ル
ト
リ
!
ニ
(
F
2
8
8
切
m
q
g日
日
目
凶
ゲ
口
コ
!
民
間
O
)
の
弟
子
と
な

っ
た
。
こ
れ
は
一
八
ニ
九
年
の
こ
と
で
、
そ
こ
に
グ
リ
ノ
ウ
自
身
の
ス
タ
ジ
オ
も
開
設
し
、
そ
の
後
、
永
く
フ
イ
レ
ン
ツ
ェ
を
中
心
に
活

。

動
す
る
こ
と
に
な
る
。
後
に
感
傷
的
な
A

ギ
リ
シ
ア
人
奴
隷
(
の
3
0
w
巴
g
s
v

に
よ
っ
て
グ
リ
ノ
ウ
以
上
の
名
声
を
獲
得
す
る
こ
と

に
な
る
パ
ワ

i

ズ
も

一
八
三
七
年
に
は
主
都
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
仕
事
を
切
り
上
げ
、
グ
リ
ノ
ウ
に
習
っ
て
、
閉
じ
く
フ
イ
レ
ン
ツ
ェ
で

〉

t
k
r
平
均
必
こ
\
っ
こ

0

0

え
H
J
!
7
5
7
Y
7
ノ
で
ナ
ー

一
方
、
一
八
一
一
一
五
年
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
渡
っ
て
い
た
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
も
類
似
の
絞
躍
を
辿
る
こ
と
に
な
り
、

結
局
は
イ
タ
リ
ア
を
彫
刻
家
と
し
て
生
き
る
場
所
に
選
び
、
ロ
!
?
で
二
十
年
近
く
制
作
活
動
を
行
っ
た
。

こ
れ
ら
の
ア
メ
リ
カ
彫
刻
の
第
一
世
代
を
代
表
す
る
人
々
は
、
す
べ
て
イ
タ
リ
ア
彫
刻
を
理
想
と
し
て
イ
タ
リ
ア
に
学
ん
だ
と
い
う
だ

け
で
は
な
く
、
実
際
に
主
要
作
の
多
く
を
イ
タ
リ
ア
で
判
制
作
す
る
こ
と
に
な
る
、
が
、
こ
れ
に
は
十
分
な
理
由
が
あ
っ
た
。

九

世
紀
に
な
っ
て
も
、
未
だ
イ

リ
ア
、
が
彫
刻
苦
怖
の
世
界
の
絶
対
的
な
中
心
地
だ
と
い

ア
メ
り

J
カ
の

IlfJ 



て
い
た
。
第
二
に
、

イ
タ
リ
ア
で
躍
す
る
石
材
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
上
質
の
彫
刻
用
石
材
は
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
大
陸
で
は
明
記
む
べ
く
も

な
か
っ
た
。
災
際
に
ア
メ
リ
カ
で
彫
刻
す
る
に
し
て
も
、
主
嬰
な
石
は
イ
タ
リ
ア
か
ら
輸
入
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て

も
っ
と
も
主
要
な
第
三
の
理
由
は
、
催
秀
な
イ
タ
リ
ア
の
石
工
の
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
イ
タ
リ
ア
在
住
の
ア
メ
リ
カ
人
彫
刻
家
の

中
に
は
、
発
践
を
続
け
る
控
悶
か
ら
の
大
量
の
仕
事
の
践
文
に
よ
り
、イ
タ
リ
ア
人
彫
刻
家
の
嫉
妬
を
招
く
者
さ
え
い
た
ほ
ど
だ
が
、

そ

れ
ほ
ど
の
依
頼
に
応
じ
る
た
め
に
は
、
優
れ
た
イ
タ
リ
ア
の
彫
刻
助
手
の
存
在
、
が
不
可
欠
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
一
二
名
の
ア
メ
リ
カ
の
彫
刻
家
は
、
バ
ル
ト
リi

一
一
と
ト
ル
ヴ
ア
ル
セ
ン
の
影
響
下
に
、
イ
タ
リ
ア
で
仕
事
を
継
続
し

た
。
殊
に
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
の
場
合
は
、
祖
国
へ
帰
る
前
の
ト
ル
ヴ
ア
ル
セ
ン
の
影
特
を
強
く
受
け
て
い
る
。
ト
ル
ヴ
ア
ル
セ
ン
は
デ
ン
マ

ー
ク
人
と
は
い
え
、
給
関
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
ダ
ヴ
イ
ツ
ド

G
R
心
c
g
F
S

仲
間
口
当
広
場
見
お
ム
巴
ω
)
に
相
当
す
る
新
古
典
主
義
の

イ
タ
リ
ア
人
彫
刻
家
カ
ノ
l

ヴ
ア
(
〉
己
S
Z

の
m
g
o
〈
少
見
可

1
5
N
N
)
の
後
継
者
で
あ
り
、
グ
リ
ノ
ウ
、
パ
ワ

i

ズ

ク
ロ
フ
ォ

i

ド

ル
ル
ハ
に
、
結
局
は
、
カ
ノ

i

ヴ
ア
の
冷
た
く
、
時
に
は
形
式
が
全
体
を
支
配
し
過
ぎ
る
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
と
、
バ
ル
ト
リ
!
ニ
の
幾
分
感
傷
的

で
、
作
品
に
よ
っ
て
は
か
な
り
写
実
的
な
側
而
も
あ
る
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
と
い
う
、
十
九
位
紀
前
半
の
イ
タ
リ
ア
彫
刻
の
振
幅
の
中
で
制

作
し
た
の
で
あ
る
。

イ
タ
リ
ア
美
術
の
十
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
彫
刻
へ
の
影
響
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ア
カ
デ
ミ
ー
の
影
響
力
が
強
ま
る
最
後
の
間
半
佐
紀
を
除
け

ば
、
他
の
造
形
芸
術
の
諸
分
野
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
圧
倒
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
事
実
自
体
が
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
東
部
に

お
け
る
英
間
文
化
の
支
配
力
の
大
き
さ
を
間
接
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
品
開
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
芸
術
家
た
ち

は
、
本
悶
で
の
勉
強
を
終
了
す
る
と
、
経
済
的
事
情
が
許
す
限
り
の
欧
州
大
陸
特
に
イ
タ
リ
ア
へ
の
「
グ
ラ
ン
ド
・
ツ
ア
i
L
を
行
い
、

腕
を
磨
き
見
開
を
広
め
る
と
開
時
に
箔
を
つ
け
て
帰
国
し
、
本
国
の
美
術
界
に
デ
ど
ュ
ー
し
た
も
の
だ
が
、
第

役
代
の
ア
メ
リ
カ
の
彫

刻
家
た
ち
は
そ
れ
に
倣
っ
た
の
で
あ
る
。
中
で
も
グ
リ
ノ
ウ
は
、
そ
の
寸
イ
タ
リ
ア
研
修
旅
行
」
と
い
う
英
国
の
芸
術
家
の
パ
タ
ー
ン
に

協
能
主
義
と
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」

九



機
能
主
義
と
っ
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」

九
四

従
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、

イ
タ
リ
ア
に
永
住
し
て
陪
際
的
な
活
動
を
す
る
と
い
う
、
制
作
と
生
活
の
形
態
を
ア
メ
リ
カ
で
初
め
て
据
え
た

人
物
で
あ
っ
た
。
既
に
記
し
た
、
後
に
グ
リ
ノ
ウ
以
上
の
名
戸
を
得
る
こ
と
に
な
る
ふ
た
り
の
他
に
も
、
国
際
的
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ

(
対
日
内
}
M
m
凶
吋
円
山
の
吋
m
w
Oロ
O
ロ
ぬ
}
f
H∞
日
間}
!
H
U
O
品
)

⑫
 

!
ン
を
踏
襲
し
よ
う
と
し
た
ア
メ
リ
カ
人
彫
刻
家
は
多
い
。

て
い
な
い
彼
の
実
弟
リ
チ
ヤ
ー
ド
・
グ
リ
ノ
ウ

を
は
じ
め
と
し
て
、
彼
が
創
り
出
し
た
パ
タ

現
在
、
グ
リ
ノ
ウ
は
彫
刻
家
と
し
て
よ
り
も
ア
メ
リ
カ
で

h
U
2
 

r“
uy 

い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
評
価
の
対
象
と
な
っ
た
彼
の
評
論
の
多
く
は
、
グ
リ
ノ
ウ
に
よ
っ
て
一
八
問
一
年
に
イ
タ
リ
ア
で
完
成
さ
れ
た
後

思
想
の
形
成
に
最
大
の
貢
献
を
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て

ア
メ
リ
カ
へ
送
ら
れ
、
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
の
階
会
議
事
堂
の
ロ
タ
ン
ダ
に
据
え
ら
れ
た
半
棟
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
阪
を
巡
る
論
争

@
 

以
後
に
舎
か
れ
た
。
吉
代
ギ
リ
シ
ア
の
彫
刻
家
フ
ェ
イ
デ
イ
ア
ス

(
可
}
百
円
。
宮
山
)
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
、
オ
リ
ン
ピ
ア
の

失
わ
れ
た
ゼ
ウ
ス
伐
を
復
元
し
た
か
の
よ
う
な
半
裸
の
A

ワ
シ
ン
ト
ン
限
V
は
、

一
部
の
知
識
人
の
支
持
を
得
た
も
の
の
、
一
般
ア
メ
リ

カ
市
民
の
永
認
を
得
る
こ
と
は
で
き
ず
、
し
ば
ら
く
し
て
開
会
議
事
堂
の
外
へ
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
の
よ
う
な

次
討
を
し
た
坐
像
は
、
由
民
の
敬
愛
す
る
ジ
ョi
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
は
非
常
に
速
い
も
の
で
あ
っ
た
。

A

ハ
ワ
シ
ン
ト
ン
倣
V
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
彫
刻
家
で
後
に
パ
リ
の
ア
カ
デ
ミ

i

を
代
表
す
る
新
古
典
主
義
の
理
論
家
と
な
っ
た
カ
ト
ル
メ

ー
ル
・
、
ド
・
カ
ン
シ
l

(
〉
己o
E
O
B
Q
M
吋
3
2
5
5
ρ
ロ
と
お
B
P
詰
門
目
。
ρ
ロ
山
口
円
予
当
日
目

i

お
お
)
に
よ
る
古
代
ギ
リ
シ
ア
彫
刻
の
理
論
的

復
元
を
参
考
に
し
た
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
の
「
半
裸
像
」
騒
動
は
、
そ
の
カ
ト
ル
メ
l

ル
・
ド
・
カ
ン
シ
ー
や
画
家
ダ
ヴ
イ
ツ
ド
の
支
持

を
得
て
フ
ラ
ン
ス
に
招
請
さ
れ
た
カ
ノ
i

ヴ
ア
に
よ
る
裸
の
A

ナ
ポ
レ
オ
ン
立
像
V

ハ
一
八
O
六
年
)
を
巡
る
話
の
経
緯
に
類
似
し
て
い

る
。
そ
の

A

ナ
ポ
レ
オ
ン
立
強
V
は
カ
ノ
!
ヴ
ア
が
「
勝
利
の
マ
i

ス
神
」
に
擬
え
て
制
作
し
た
雄
大
な
裸
俄
で
あ
っ
た
が
、
完
成
後
の

ロ
シ
ア
遠
征
の
失
敗
な
ぎ
に
よ
り
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
か
ら
半
神
的
英
雄
の
イ
メ
ー
ジ
が
消
滅
し
て
行
く
中
で
、

命ザ
ハv
o

ナ
ポ
レ
オ
ン
自
身
が
受
け
取

り
を
拒
む
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で



近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
に
お
け
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
存
在
の
意
義
を
考
え
た
場
合
、

こ
の
裸
の
ム
ナ
ポ
レ
オ
ン
ウ
一
保
V

の
話
を
単
な
る

個
人
的
悲
喜
劇
と
し
て
葬
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
半
裸
の
《
ワ
シ
ン
ト
ン
像
M
vは
そ
こ
に
は
な
い
美
的
課
題
を

μ説
示
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
何
故
な
ら
ば
、
ム
ワ
シ
ン
ト
ン
像
V
は
、
ム
ナ
ポ
レ
オ
ン
立
像
V

の
よ
う
に
個
人
に
拒
否
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
同
民
に
拒
絶
さ
れ

た
の
で
あ
り
、

し
か
も
そ
れ
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
以
上
に
…
恒
久
的
な
同
民
的
英
雄
の
像
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

:1く

-K 

-X 

グ
リ
ノ
ウ
が
初
め
て
建
築
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
意
見
を
表
明
し
た
の
は
、
そ
の
《
ワ
シ
ン
ト
ン
像

V
問
題
以
後
の
こ
と
で
、

八

間
一
一
一
年
八
月
の
「
ユ
ナ
イ
テ
ド
・
ス
テ
イ
ツ
・
マ
ガ
ジ
ン
・
ア
ン
ド
・
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
・
レ
ヴ
ュ
l

一
に
掲
載
さ
れ
た
「
ア
メ
リ
カ

の
建
築
」
と
い
う
評
論
が
そ
れ
で
あ
っ
た
。

ホ
レ
イ
シ
ョ
・
グ
リ
ノ
ウ

最
初
の
ア
メ
リ
カ
人
彫
刻
家
い
の
著
す
ナ
サ
リ
ア
・
ラ
イ
ト

ル
イ
ス
・
マ
ン
フ
ォ

i

ド
は
グ
リ
ノ
ウ
を
、
米
国
の
内
外
を
問
わ
ず
、
生
物
的
機
能
と
機
械
的
機

品
明

能
の
意
味
を
品
川
市
〈
の
問
題
に
関
係
さ
せ
て
解
釈
し
た
最
初
の
思
想
家
だ
と
労
え
た
。

は
、
こ
の
一
討
論
、
が
「
ア
メ
リ
カ
入
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
、
建
築
の
機
能
の
理
論
の
、
初
め
て
の
充
実
し
た
一
貫
性
の
あ
る
公
の
意
見
表
明

⑫
 

で
あ
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。

カe

第
ニ
次
陛
旧
作
大
戦
前
後
の
俗
に

「
機
能
主
義
的
」
モ
ダ
ン
・
デ
、
ザ
イ
ン
の
時
代
に
十
九
役
紀
の
グ
リ
ノ
ウ
理
論
の
再
評
価
が
な
さ

れ
、
殊
に
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
一
一
ズ
ム
拡
大
の
時
期
に
グ
リ
ノ
ウ
の
思
想
は
数
名
の
ア
メ
リ
カ
の
文
化
人
に
よ
っ
て
合
理
主
義
や
民
主
主
義

品
切
ゆ

と
結
び
付
け
ら
れ
、
…
ゅ
ん
に
米
関
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
、
ザ
イ
ン
に
ま
で
悶
述
づ
け
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
経
過
の
中
で
、
グ

リ
ノ
ウ
の
思
想
と
、
不
オ
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
等
の
吉
典
的
思
想
と
の
関
係
は
忘
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
も
し
グ
リ
ノ
ウ
の
思
想
が
合
理
主
義
や

民
主
主
義
と
関
係
づ
け
ら
れ
る
に
し
て
も
、
ま
た
広
叫
ん
成
の
デ
ザ
イ
ン
の
理
念
と
は
関
係
づ
け
ら
れ
る
に
し
て
も
、
一
九
一
二0
年
代
に
脚
光

を
浴
び
始
め
た
ア
メ
リ
カ
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ザ
イ
ン
は
お
ろ
か
サ
リ
ヴ
ア
ン
の
思
想
に
結
び
付
け
る
こ
と
で
さ
え
、
造
形
文
化

機
能
主
義
と
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」

九
五



機
能
人
主
義
と
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」

九
ノ、

の
歴
史
的
研
究
の
悶
有
の
価
値
を
見
失
わ
せ
る
ア
メ
リ
カ
中
心
の
合
理
化
な
の
で
あ
る
。

グ
リ
ノ
ウ
の
思
想
は
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
市
民
の
理
想
や
性
格
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
以
上
に
、
古
典
主
義
思
想
と
彼
自
身

が
世
界
的
視
野
を
持
っ
て
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
芸
術
界
の
第
一
世
代
に
生
ま
れ
た
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た

も
の
だ
と

る
。
グ
リ
ノ
ウ
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、

ひ
と
つ
の
国
の
た
め
に
特
定
の
様
式
を
選
択
す
る
理
由
づ
け
や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
お
け
る
最
新
の
芸
術
上
の
動
向
を
理
解
し
て
ア
メ
リ
カ
へ
導
入
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

も
の
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
と
い
う
ザ
一
極
的
な
問
い
か
け
で
あ
っ
た
。
彫
刻
家
で
あ
り
な
が
ら
、
グ
リ
ノ
ウ
が
臼
常
の
物
品
や
建
物
の

彫
刻
と
は
何
か

建
築
と
は
何
か

そ
し
て

形
態
に
多
大
の
興
味
を
持
ち
続
け
た
背
景
に
は
、
そ
れ
ら
が
絵
聞
や
彫
刻
に
お
け
る
主
題
を
持
た
ぬ
た
め
に
、
よ
り
基
本
的
な
思
索
の
対

象
と
な
り
う
る
こ
と
、

そ
し
て
当
時
優
勢
に
な
り
つ
つ
あ
る
新
奇
性
や
表
面
的
な
美
し
さ
を
求
め
る
傾
向
に
、
古
典
、
五
義
的
思
想
を
有
す

る
グ
リ
ノ
ウ
が
、

そ
れ
ら
の
実
際
的
機
能
な
し
に
は
成
立
し
な
い
分
野
に
お
い
て
、
最
大
の
危
険
性
を
感
じ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

一
八
四
一
二
年
の
「
ア
メ
リ
カ
の
建
築
」
そ
の
他
で
示
さ
れ
た
グ
リ
ノ
ウ
の
実
際
的
機
能
を
有
す
る
も
の
や
祭
出
の
デ
、
ザ
イ
ン
に
関
す
る

思
想
は
、
平
逝
す
る
こ
と
に
な
る
彼
の
晩
年
に
ラ
ル
フ
・
ウ
オ
ー
ル
ド
ウ
・
エ
マ
i

ソ
ン
(
同
弘
司
]
阿
君
乱
含
開52
8
P
M

∞
C
ω
i凶
器
N
)

@
 

に
品
背
い
た
一
八
五
一
年
十
二
月
ニ
十
八
日
付
の
手
紙
に
要
約
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

私
の
建
造
物
に
関
す
る
理
論
は
こ
う
だ
。
諸
機
能
と
敷
地
に
応
じ
た
諾
空
間
と
詩
形
態
の
科
学
的
な
配
霞
|
|
機
能
上
の
重
要
度

に
比
例
し
た
諸
要
素
の
強
調
1
1
4

色
彩
と
装
飾
は
厳
密
に
有
機
的
な
諸
法
則
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
記
さ
れ
、
変
え
ら
れ
る
べ
き
で

あ
り
|
|
各
々
の
決
定
に
は
明
確
な
理
由
が
婆
る
i
i

そ
し
て
、
す
べ
て
の
間
に
合
わ
せ
や
見
せ
か
け
の
徹
底
的
な
即
時
の
追
放
で

L
rめ
マ
心
。



さ
て
、

私
が
こ
の
主
題
に
つ
い
て
用
意
し
た
も
の
を
読
む
の
を
あ
な
た
に
開
い
て
欲
し
い
し
、

ま
た

し
ば
ら
く
の
問
、

人
が

黄
金
に
金
箔
を
張
り
は
し
な
い
の
と
同
じ
理
由
で
、
こ
の
神
の
似
姿
で
あ
る
人
体
に
は
装
飾
が
ま
っ
た
く
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を

1
1
1

絵
に
掛
か
れ
た
花
々
は
、
各
々
が
吸
収
す
べ
き
太
陽
光
線
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
彩
色
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
tて
Tレ

て
、
ま
だ
ら
で
真
珠
の
よ
う
な
只
で
さ
え
も
そ
の
深
淵
の
た
め
に
彩
ら
れ
た
の
で
あ
り
|
l
i

朽
ち
て
浜
辺
に
打
ち
上
げ
ら
れ
、
そ
こ

か
し
こ
に
在
る
か
ら
と
い
っ
て
、
存
関
者
の
限
を
楽
し
ま
せ
る
た
め
に
彩
ら
れ
た
の
で
は
な
い
l
i
i

と
い
う
こ
と
を
熟
考
し
て
い
た

@
 

だ
き
た
い
。

vhｭ
K
J
e
 

〉日

ψ小

中
小

グ
リ
ノ
ウ
に
よ
る
道
具
や
乗
物
そ
し
て
建
造
物
の
デ
、
ザ
イ
ン
に
関
す
る
主
張
を
整
理
す
る
と
、
次
の
三
点
、
が
彼
に
と
っ
て
主
要
な
批
判

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第
一
に
、
基
本
的
な
機
能
上
の
諸
袈
諮
を
然
視
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
間
の
重
要
皮
の
相
呉

を
軽
視
す
る
こ
と
、
第
一
一
に
、
物
の
形
を
連
想
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
、

て
の
も
の
の
在
り
方
を
無
視
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
一
一
の
批
判
は

そ
し
て
第
三
に
、
ひ
と
つ
の
有
機
体
と
し

@
 

種
の
折
衷
主
義
批
判
で
あ
り
、
こ
れ
は
グ
リ
ノ
ウ
が
未
だ
ハ
l

ヴ
ア

ー
ド
・
カ
レ
ッ
ジ
の
学
生
で
あ
っ
た
時
に
参
加
し
た
パ
ン
カ

i

ヒ
ル
・
モ
ニ
ユ
メ
ン
ト
の
デ
ザ
イ
ン
・
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ヨ
ン
に
関
す
る
彼

の
手
紙
と
評
論
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

A
ハ
パ
ン
カ
!
ヒ
ル
・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
V

は
ボ
ス
ト
ン
近
郊
チ
ャ
l

ル
ス
タ
ウ
ン
の
パ
ン
カ

1

・
ヒ
ル
お
よ
び
ブ
リ
i

ズ
・
ヒ
ル
で
の
独

一
八
二
五
年
に
パ
ン
カ
i

ヒ
ル
・
モ
ニ
旦
メ
ン
ト
協
会
の
建
設
委

@
 

口
氏
会
は
高
さ
二
一
一O
フ
ィ
ー
ト
の
円
柱
の
記
念
碑
の
プ
ラ
ン
お
よ
び
透
視
鴎
を
募
集
し
、
約
五O
点
の
提
案
を
得
た
。
応
募
案
の
中
に
は

立
戦
争
の
際
の
交
戦
を
記
念
し
て
建
造
が
計
関
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

募
集
の
際
の
条
件
を
無
視
し
て
円
柱
の
形
を
成
さ
ぬ
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
グ
リ
ノ
ウ
案
も
そ
の
ひ
と
つ
で
、
高
さ
二
O
フ
ィ
ー
ト

機
能
主
義
と
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」

九
，じ



機
能
主
義
と
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」

九
八

の
ム
ロ
鹿
に
の
っ
た
高
さ
一O
O
フ
ィ
ー
ト
の
オ
ベ
リ
ス
ク
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
グ
リ
ノ
ウ
は
更
に
提
出
国
語
に
関
し
て
与
え
ら

@
 

れ
た
条
件
を
も
無
視
し
、
御
影
石
の
色
に
塗
っ
た
木
製
の
模
型
と
断
面
闘
を
提
出
し
た
。
者
き
グ
リ
ノ
ウ
は
パ
ン
カ
!
と
ル
・
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
協
会
に
対
し
て
手
紙
で
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

私
の
デ
ザ
イ
ン
を
模
型
で
提
出
し
ま
し
た
が
l
i
i
そ
の
理
由
は
!
i
l
模
型
は
あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
検
討
で
き
、

ひ
と
つ
の
視
点
で

は
な
く
、
す
べ
て
の
視
点
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
そ
の
対
象
の
透
視
関
を
そ
れ
自
体
の
中
に
含
む
と
言
え
る
だ
ろ
う
し
、
そ
の
た

め
に
、

よ
り
簡
単
か
つ
完
全
に
理
解
さ
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
す
。

私
は
も
っ
と
も
純
粋
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
な
形
態
の
建
造
物
と
し
て
オ
ベ
リ
ス
ク
を
選
ん
だ
の
で
す
っ
円
柱
は
(
ベ
デ
イ
メ
ン
ト

の
重
量
の
下
に
立
ち
、
長
く
横
に
伸
び
た
荒
い
エ
ン
タ
ブ
ラ
チ
ャ
ー
を
支
え
る
)
そ
れ
が
在
る
べ
き
場
所
で
は
堂
々
と
し
て
美
し
い

ひ
と
つ
の
モ
ニ
ユ
メ
ン
ト
と
し
て
考
え
ら
れ
た
場
合
に
は
、
反
駁
も
で
き
ぬ
よ
う
な
異
議
を
免
れ
ら
れ
ぬ
と
忠
わ
れ
る
の
で

す
。
そ
の
円
柱
は
、
す
べ
て
の
他
の
各
部
も
形
態
の
統
一
を
求
め
る
中
で
、
調
和
的
な
一
部
分
と
な
っ
て
い
た
本
体
か
ら
飛
び
出
し

カミた
の
で
あ
り
i
l
i
よ
っ
て
i
あ
る
非
常
に
異
な
っ
た
状
況
に
そ
の
円
柱
が
完
全
に
適
合
し
て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
、
そ
の
円
柱
が
そ

の
新
し
い
場
所
と
役
目
を
引
き
受
け
る
時
の
、
無
用
な
付
加
物
と
無
意
味
な
部
分
の
数
は
多
い
に
違
い
な
い
の
で
す
:
:
:
(
以
下
省

略
・
文
中
の
傍
点
部
は
原
文
中
で
は
イ
タ
リ
ッ
ク
体
)

こ
の
よ
う
に
グ
リ
ノ
ウ
は
そ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
本
来
あ
る
べ
き
姿
、
そ
し
て
全
体
と
部
分
と
の
関
係
の
意
味
を
間
切
っ
た
。
こ
れ
は
グ
リ
ノ
ウ

に
と
っ
て
非
常
に
主
要
な
問
題
で
あ
り

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
彼
の
芸
術
上
の
助
言
者
ワ
シ
ン
ト
ン

オ
ル
ス
ト
ン

(
巧
山
田
町
宮
市
川
窓
口

〉
}
}
泊
件
。
ロ目
、
吋
吋
匂
1
M
m山ムω
)
へ
一
八
一
一
二
午
の
八
月
に
パ
り
か

っ
た
長
文
の
手
紙
の
中
で
も
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
探
史
上
の
諸
作
例



に
言
及
し
な
が
ら

そ
れ
を
再
び
主
張
し
て
い
句

。

グ
リ
ノ
ウ
案
は
コ
ン
ペ
テ
イ
シ
ョ
ン
主
催

者
側
か
ら
与
え
ら

れ
た
諸
条
件
を
無
視
し
な
が
ら

も
審
査
員
の
高
い
評
価
を
得
た
が
、
結
局

は
彼
の
提
案
通
り
に
は
実
施
さ
れ
ず
、
オ
ベ
リ
ス
ク
状
の
モ
ニ
ユ

メ
ン
ト
と
い
う
基
本
形
態
だ
け
が
採
用
さ
れ
た
形
で
、
別
な
よ
り
低
い

台
座
に
の
っ
た
オ
ベ
リ
ス
ク
が
建
て
ら
れ
た
。

一
八
三
二
年
の
夏
に
サ
ミ
ユ
エ
ル
・

モ
1

ス

(
ω
m
g
g
-吋
・
切
・
巳
耳
目0
・
口
出
店

U
1
N
)
に

@
 

そ
の
形
態
の
不
適
切
さ
を
批
判
し
て
い
る
。

あ
て
た
手
紙
の
中
で
、
グ
リ
ノ
ウ
は
自
分
の
デ
ザ
イ
ン
と
実
施
作
と
を
図
示
し
、

機
能
主
義
と

「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」

九
九

〈パンカーヒル・モニュメン卜〉

ホレイショ・グリノウ案， 1825年
G. W. Warren , Histoγ'y of the Bunher Hill Monument. 

Boston. 1877. 



機
能
主
義
と
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」

一
O
O

一
八
一
四
年
に
行
わ
れ
た
ボ
ル
チ
モ
ア
の
ワ
シ
ン
ト
ン
・
モ
ニ
ユ
メ
ン
ト
の
デ
ザ
イ
ン
・
コ
ン
ペ
テ
イ
シ
ョ
ン
に
巨
大
な
ド
i

リ
ッ
ク

-
オ
ー
ダ
ー
の
円
柱
状
記
念
碑
の
案
を
提
出
し
て
入
賞
し
、
一
八
ニ
九
年
に
は
そ
れ
を
完
成
さ
せ
て
い
た
ロ
パ
i

ト
・
ミ
ル
ズ

(
H
N
o
σ
ω

ユ

γ向
山
口m
r
H叶
∞
]
{
]
{
∞

m
m
)

一
八
三
三
年
に
は
、
主
都
ワ
シ
ン
ト
ン
に
建
立
さ
れ
る
ワ
シ
ン
ト
ン
・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
コ
ン
ペ
テ
イ
シ
ヨ

ン
に
も
参
加
し
、
列
柱
形
式
の
パ
ン
テ
オ
ン
の
中
央
に
巨
大
な
オ
ベ
リ
ス
ク
が
高
く
懲
り
立
つ
デ
ザ
イ
ン
を
提
出
し
て
再
度
入
選
し
旬
。

lま

グ
リ
ノ
ウ
は
こ
の
デ
ザ
イ
ン
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。
彼
の
論
点
は
ふ
た
つ
あ
り
、ひ
と
つ
は
オ
ベ
リ
ス
ク
の
基
部
に
ド
i

リ
ッ
ク
の

列
柱
を
配
す
る
不
適
切
さ
、
も
う
ひ
と
つ
は
そ
の
列
柱
が
円
形
平
閣
の
パ
ン
テ
オ
ン
を
形
成
し
て
い
る
不
都
合
さ
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
彼
が
以
前
に
パ
ン
カ
!
ヒ
ル
・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
協
会
へ
送
っ
た
手
紙
の
内
容
に
通
じ
て
い
る
。
ド
i

リ
ッ
ク
の
柱
頭
は
そ
の

エ
ン
タ
ブ
ラ
チ
ャ
!
と
相
呼
応
す
る
も
の
で
、そ
れ
を
円
形
平
面
の
構
成
に
用
い
る
の
は
、

そ
の
オ
!
ダ
i

を
不
具
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、

コ
リ
ン
シ
ャ
ン
の
柱
顕
な
ら
ば
円
形
平
面
の
美
し
い
神
殿
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
飾
り
の
な
い
大
石
柱
の
基
部
に
用

い
る
の
は
お
か
し
な
こ
と
で
あ
る
と
い
う
の
が
グ
リ
ノ
ウ
の
意
見
で
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
兵
な
っ
た
様
式
を
ひ
と
つ
の
建
造
物
に
混

用
す
る
こ
と
は
、
各
様
式
あ
る
い
は
各
オ
ー
ダ
ー
に
間
有
の
美
と
性
絡
を
相
互
に
破
壊
す
る
も
の
で
あ
り
、
適
切
さ
と
い
う
理
想
を
冒
涜

録

す
る
も
の
だ
と
グ
リ
ノ
ウ
は
考
え
た
の
で
あ
る
。

>tく

〉ζ

，
f
、

ぐ
ぺ

a
f、.

h
4
 

ψ小

グ
リ
ノ
ウ
は
ア
メ
リ
カ
で
使
わ
れ
て
い
る
道
具
、
機
械
、

そ
し
て
采
物
の
形
態
に
は
探
ね
高
い
評
価
を
与
え
て
い
た
が
、
記
念
碑
や
公

共
建
築
物
の
デ
、
ザ
イ
ン
に
は
厳
し
い
批
判
を
行
う
こ
と
、
が
多
か
っ
た
。
も
っ
と
も
本
赦
な
批
評
を
浴
び
せ
ら
れ
た
の
は
、
ジ
ェ

i

ム
ズ
・

レ
ン
ウ
イ
ツ
ケ

G
m
g
g
H
N
g乏
の
F
5
5
!
H
S
印
)
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
、
今
で
も
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
の
国
会
議
事
堂
に
程
近
い
そ
l

ル

の
南
側
の
敷
地
に
建
っ
て
い
る
ス
ミ
ス
ソ
ニ
ア
ン
研
究
所
で
あ
っ

あ
る
日
、
ポ
ト
マ
ッ
ク
川
か
ら
京
へ
歩
い
て
き
た
、
グ
リ
ノ
ウ
は



現
在
「
城
館
(
門
知
的
号
)

と
い
う
梓
名
を
付
け
ら
れ
て
い
る
そ
の
建
物
を
議
事
堂
の
手
前
に
見
つ
け
て
、

「
紙
の
上
の
イ
ン
ク
の
染
み

の
ご
と
く
、
問
会
の
地
に
押
し
付
け
ら
れ
た
搭
や
狭
間
胸
壁
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
中
世
的
混
乱
/
純
白
の
地
の
暗
黒
!
l
i

あ
の
簡
明
さ
の
中

に
何
た
る
複
雑
さ
ノ
」
と
嘆
い
的
。

:
ス
ミ
ス
ソ
ニ
ア
ン
の
建
物
は
今
後
と
も
、

そ
れ
自
体
も
っ
と
も
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
な
も
の
で
あ
る
に
違
い
無
く
l
i
i

そ
れ
が
模

倣
す
る
の
は
一
女
京
で
稀
有
な
L
も
の
で
あ
り

l
i
i

鑑
識
眼
の
あ
る
人
々
で
も
、

品W

知
れ
な
い
。

「
そ
れ
が
ど
う
思
い
の
か
不
思
議
に
思
う
」
か
も

「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」
な
も
の
へ
の
要
求
が
急
速
に
高
ま
り
つ
つ
あ
る
十
九
世
紀
半
ば
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
に
グ
リ
ノ
ウ

は
警
告
を
発
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
建
物
は
中
段
風
の
形
態
を
し
た
公
共
建
築
物
の
略
矢
と
な
り
、
十
九
位
紀
後
半
に
は

命

北
米
各
地
に
こ
の
種
の
建
物
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
言
葉
だ
け
で
は
な
く
、
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
英
国
の
思
想
、
文
芸
、
造
問
お
よ
び
造
形
芸
術
に
お
い
て
展
開

さ
れ
た
運
動
と
直
接
に
関
連
し
て
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」
と
い
う
概
念
が
米
国
へ
導
入
さ
れ
た
の
は
か
仇
り
遅
く
、
少
く
と
も
、
グ
リ
ノ

ウ
が
ア
メ
リ
カ
を
離
れ
る
前
に
米
国
内
で
出
版
さ
れ
た
書
物
に
本
格
的
な
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」
論
を
見
つ
け
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
久

し
振
り
に
帰
国
し
た
グ
リ
ノ
ウ
を
驚
か
せ
た
ス
ミ
ス
ソ
ニ
ア
ン
の
建
物
は
、
彼
が
国
を
出
る
前
の
ア
メ
リ
カ
に
は
無
か
っ
た
種
類
の
建
造

物
で
あ
っ
た
し
、

ま
た

必
ず
し
も
彼
の
言
う

「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」

を
英
国
の
ユ
ヴ
エ
デ
イ
ル
・
プ
ラ
イ
ス

(
巴
〈O円
四
回
目
。H
V止
の
0
・

口
町
民

N
∞
)
や
リ
チ
ャ
i

、
ド
・
ペ
イ
ン
・
ナ
イ
ト
(
担
の
町
民
仏
p
q
H
H
O
H
ハ
ロ
山
市
町

}
H
?弓
m
o
Z
N
b
と
結
び
つ
け
る
必
要
は
な
い
。
一
方
、

グ
リ
ノ
ウ
は
エ
ド
マ
ン
ド
・
パ
ー
ク

(
回
仏H
H
H
C
E
-
∞
ロ
ユ
内
0
・
弓
包
j
H
3
3
の
美
に
関
す
る
理
論
に
は
通
じ
て
お
り
、
短
篇
な
が
ら
論
説
を

機
能
主
義
と
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」

。



機
能
主
義
と
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」

残
し
て
い
る
ほ
ど
な
の
羽
、
基
本
的
に
は
パ

i
ク
の
「
崇
高
(
H
Z
ωロヴ
ロg
o
)」
と
「
美
(
苦
∞
g
E
Z
)
」
に
つ
い
て
の
考
察
の

一O
一

上
に
定
め
ら
れ
た
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク

2
5
H
U
K
Z
B
2
5
)」
と
い
う
視
点
へ
の
、
調
察
に
ま
っ
た
く
欠
け
る
と
い
う
こ
と
も
無
い
で
あ

ろ
hワ
。

迭
問
や
建
築
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
に
関
わ
る
分
野
で
は

一
八
一
二
八
年
に
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
!
・
J
-

デ
イ
ヴ
イ
ス

(
〉
日
O
H
m
s
仏
O
円

H・

ロ
雪
山
田
・5
8
j
H
S
N
)が
出
し
た
ウ
ル
i

ラ
ル
・
レ
ジ
デ
ン
シ
ズ

(
河
口
店
]
問
。
印
日
仏
印
ロ
の
ゆ
的
)
』
が
、

そ
れ
ら
し
い
内
容
を
伴
い
、

「
ピ
ク

チ
ヤ
レ
ス
ク
」
と
い
う
一
一
…
一
同
架
を
用
い
た
米
関
初
の
出
版
物
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う

c

だ
が
、

@
 

ク
」
と
い
う
言
葉
に
、
既
述
の
よ
う
な
思
想
的
背
景
を
確
認
す
る
こ
と
は
関
難
で
あ
る
。
そ
の
分
野
で
デ
イ
ヴ
イ
ス
に
続
い
て
充
実
し
た

そ
こ
で
使
わ
れ
て
い
る
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス

出
版
活
動
を
展
開
し
た
造
問
家
ア
ン
ド
リ
ュ
i
-

ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
ダ
ウ
ニ
ン
グ

(
〉
ロ
門
町
・

0
J司

M
m
n
w
由
。
ロ

0
0
者
三
ロ
市
町
司
同
∞

H
m
l
H∞m
M
)
ふ
乞
涌
一

じ
て
、

ク
チ
ヤ
レ
ス
ク
」
は
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
伴
っ
て
北
ア
メ
リ
カ
に
流
れ
込
む
こ
と
に
な
る
。
ダ
ウ
ニ
ン
グ
は
一
八
四
一
年

に
吋
造
問
の
理
論
と
実
践
・
北
米
へ
の
応
用
(
〉

寸
話
丘
町
。

。
ロ

一
一
町
。吋
}
H
0
0
3
1
ω

ロ
仏

H
U吋ω
の
江
の
ぬ
。
]
町
下
山
口
品
目
門
リ
白
℃
。

。
山
門
門
凶
ぬ
ロ
山
間

〉
門
佐
官
。
門
日
件
。

z
o
ユ
-
M〉
5
2

目
。ω
)
』
、

翌
一
八
回
二
年
に
は

コ
テ
l

ジ
・
レ
ジ

Jア
ン
シ
ズ

(
の0
3
ωぬ
σ
問
。
丘
門
同
の
ロ
の
m
w印
)
」
、そ
し
て

八
五
O
年
に
は

カ
ン
ト
リ
ー

ハ
ウ
ス
の
建
築

(
d
g
〉
円
。
広
芯
のE
5
0

同
の
0
5

円
ミ
出
0
5

巾
出
)』
を
出
版
し
、
各
詐
と
も
に
多

く
の
版
を
重
ね
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
は
英
国
で
十
九
世
紀
初
頭
ま
で
展
開
さ
れ
た
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」
の
観
点
が
初
め
か
ら
消
化

さ
れ
て
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
改
訂
の
皮
に
徐
々
に
充
実
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
記
垣
間
の
理
論
と
実
践
』
の
場

つ合
た③
o , 

ピ
ク
チ
ヤ

レ

ス

ク

お
よ
υ: 

の
本
性
に
関
す
る
記
述
、
が
拡
充
さ
れ
た
の
は
一
八
四
九
年
の
第
四
版
に
お
い
て
の
こ
と
で
あ

ダ
ウ
ニ
ン
グ
の
著
書
が
ア
メ
リ
カ
の
遊
間
お
よ
び
住
宅
建
築
に
お
け
る
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」
を
推
進
し
た
よ
う
に
、
公
共
建
築
の
八
万

野
で
初
め
て
そ
の
推
進
力
と
な
っ
た
ロ
パ

i

ト
・
デ
イ
ル
・
オ
i

エ
ン

(
H
N
O
ぴ
σ
H
a円
。
ω
目
。
0
4皐W
O
H
M
-
]
{

∞
C
H
i
H∞
寸
寸
)の
『
公
共
建
築
へ
の
助



(
間
山
口
Z
S
M
U
ロ
Z
W

〉
R
E
Z
2
2
0
)

』
が
出
版
さ
れ
た
の
も
一
八
四
九
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
住
宅
お
よ
び
そ
の
周
辺
と
公
共
の
建

物
に
お
け
る
異
な
っ
た
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」
と
い
う
分
節
は
、
あ
た
か
も
個
々
の
建
築
物
等
に
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」
と
い
う
も
の
が

含
ま
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
り
、
英
問
、
殊
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
発
展
を
見
た
、
そ
の
基
盤
と
な
る
十
八
位
紀
の
思
想
と
矛

品
明

腐
す
る
が
、
十
九
世
紀
中
頃
の
ア
メ
リ
カ
で
は
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
但
し
、
こ
れ
は
実
際
に
は
ア
メ
リ
カ
に
限
っ
た

こ
と
で
は
な
く
、

オ
i

エ
ン
や
ダ
ウ
ニ
ン
グ
が
参
照
し
た
英
国
で
十
九
世
紀
前
半
に
出
版
さ
れ
た
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
な
住
宅
(
百
三

2
1

。
z
c
m
w
o
o
B
O
田
氏
。
〉
日
夜
芯
円
吉
お
と
と
い
っ
た
「
パ
タ
ー
ン
・
ブ
ッ
ク
い
に
類
す
る
も
の
自
体
の
内
谷
が
既
に
混
乱
し
て
い
た
の
で
あ

る
。

Qゆ

か
つ
て
は
、
何
か
画
家
の
心
を
動
か
す
も
の
、
あ
る
い
は
絵
間
に
お
け
る
自
由
で
自
然
な
出
来
ば
え
な
ど
、
専
ら
絵
に
関
し
て
附
い
ら

れ
て
い
た
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」
と
い
う
言
葉
は
、
次
第
に
、

そ
の
よ
う
に
出
来
上
っ
た
絵
の
よ
う
な
絵
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
も
伎
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
れ
な
ら
ば
基
本
的
に
は
拙
か
れ
る
風
景
や
状
況
全
体
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
も
の
が
、
つ
い
に
は
そ

の
風
景
を
構
成
す
る
伺
々
の
要
素
に
関
し
て
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
八
段
紀
に
お
い
て
は
個
別
の
建
物
が
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」

か
否
か
を
論
じ
る
こ
と
は
少
か
っ
た
し
、
逆
に
、
単
純
な
形
態
の
小
屋
で
も
、
そ
れ
が
一
安
ん
お
と
な
っ
て
作
ら
れ
る
嵐
長
全
体
が
「
ピ
ク

チ
ヤ
レ
ス
ク
」
で
あ
る
可
能
性
は
十
分
あ
っ
た
。
し
か
し
、
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
増
加
を
続
け
る
「
パ
タ
ー
ン
・

ブ
ッ
ク
」
に
登
場
す
る
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク

ハ
ウ
ス
」
は
、
そ
れ
自
体
が
ひ
と
つ
の
風
景
で
も
あ
る
か
の
よ
う
に
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス

ク
」
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
実
例
と
し
て
は
、

十
八
世
紀
に
も
ヴ
ア
ン
ブ
ラ
・

カ
i

ス
ル
(
〈
山
口σ門
戸
市
川
町
口
出
回
門
戸
丘
、

ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
・
ヒ
ル

(
ω門
円
邸
宅σ
O吋
弓
同
山
口
)
、
そ
し
て
ダ
ウ
ン
ト
ン
・
ホl
ル
(
ロ
O

巧
ロ
窓
口
白
川
正
)
な
ど
が
散
見
さ
れ
る
が
、
十
九
世

紀
に
な
っ
て
フ
ォ
ン
ト
ヒ
ル
・
ア
ど
イ

(
司O
口
径
百
〉

σ
σ
O
M
可
)
が
束
の
間
の
姿
を
現
わ
す
と
、
美
醜
を
関
わ
ず
、そ
れ
'
自
体
で
「
ピ
ク
チ

ヤ
レ
ス
ク
」
な
作
品
と
し
て
完
結
す
る
か
の
よ
う
な
建
物
が
つ
い
に
議
場
し
た
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
例
は
、
す
べ
て
気
紛
れ
と
は
言
い

機
能
主
義
と
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
い

。



機
能
主
義
と
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」

0 
四

切
れ
な
い
に
し
て
も
、
特
殊
な
個
人
の
試
み
で
あ
り
、
ス
ミ
ス
ソ
ニ
ア
ン
は
公
的
性
協
が
極
め
て
強
い
も
の
だ
っ
た
。

グ
リ
ノ
ウ
が
ス
ミ
ス
ソ
一
一
ア
ン
の
建
物
を
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」
と
批
判
す
る
の
に
は
以
上
の
よ
う
な
意
味
が
あ
り
、
グ
リ
ノ
ウ
と
そ

の
設
計
者
レ
ン
ウ
ィ
ツ
ク
お
よ
び
レ
ン
ウ
イ
ツ
ク
の
設
計
を
支
持
す
る
『
公
共
建
築
へ
の
助
一
一
一
一
立
の
著
者
オ

i

エ
ン
と
は
思
想
的
に
相
答

れ
な
い
は
ず
だ
が
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
上
の
考
え
方
に
は
共
通
点
も
見
出
さ
れ
る
。

内
部
の
舵
置
も
考
え
ず
、
あ
ら
ゆ
る
積
類
の
建
物
の
諸
機
能
を
ひ
と
つ
の
一
殻
形
態
に
押
し
込
ん
だ
り
、
見
え
方
の
た
め
や
連
想

の
た
め
に
外
形
を
採
用
し
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
細
胞
の
ご
と
く
中
心
か
ら
外
側
へ
と
仕
事
を
進
め

グ
リ
ノ
ウ
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

一
方
、
オ
i

エ
ン
は
建
築
物
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
}

ね
ば
な
ら
ぬ
の
わ
が
政
体
の
必
須
の
原
理
で
あ
る
自
由
が
、
わ
が
建
築
体
系
の
随
所
で
、

そ
れ
は
相
当
な
柔
軟
性
を
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
外
形
が
内
的
適
応
を
支
配
し
指
図
す
る
の
で
は
な
く
、
内
部
に
従
い
迎
合
せ

⑬
 

そ
の
真
髄
を
一
市
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

「
内
か
ら
外
へ
」
と
い
う
理
想
を
共
有
す
る
両
者
は
共
に
一
八
一
一
一
0
年
代
か
ら
一
八
四
0
年
代
前
半
に
か
け
て
ア
メ
リ
カ
で
隆
盛
を
き
わ

め
、
教
会
や
学
校
か
ら
住
宅
ま
で
建
物
の
積
類
を
問
わ
ず
、
古
代
、
ギ
リ
シ
ア
の
神
殿
の
形
態
に
押
し
込
ん
で
し
ま
っ
た
「
グ
リl
ク
・
リ

ヴ
ア
イ
ヴ
ア
ル
」
を
念
頭
に
置
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

だ
が
、
向
者
の
思
想
上
の
相
違
も
大
き
い
。
グ
リ
ノ
ウ
が

を
斥
け
て
い
る
の
に
対
し
て
、

オ
i

エ
ン
は
建
物
と
政
体
と
の
問

に
観
念
上
の
連
合
を
成
立
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
両
者
は
向
じ
く
「
内
か
ら
外
へ
」
と
い
う
表
現
を
し
て
い
て
も
、
グ
リ
ノ
ウ
の

ひ



と
つ
の
有
機
体
を
中
心
か
ら
創
造
し
て
行
く
と
い
う
立
味
で
あ
り
、

オ
l

ヱ
ン
の
よ
う
に
外
形
は
内
部
に
従
う
べ
き
で
、
そ
の
際
に
お
こ

り
う
る
異
稀
の
絞
式
の
、
必
用
自
体
も
創
造
的
行
為
だ
と
す
る
立
場
か
ら
は
掠
め
て
遠
い
も
の
で
あ
る
。

レ
ン
ウ
イ
ツ
ク
は
合
う
な
ら
ば
新
山
一
一
種
の
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」
デ
、
ザ
イ
ン
を
ス
ミ
ス
ソ
ニ
ア
ン
の
建
設
委
任
会
に
提
出
し
て
い
た
。

そ
の
ひ
と
つ
は
細
部
の
装
飾
は
凝
っ
て
い
る
が
全
体
と
し
て
は
比
較
的
端
正
な

シ
ッ
ク
・
デ
、
ザ
イ
ン
コ

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
は
特

に
華
麗
な
細
部
装
飾
は
少
な
い
が
大
小
川
火
形
の
大
胆
な
構
成
体
を
作
り
上
げ
て
い
る
実
施
索
「
ノl
マ
ン
・
デ
ザ
イ
ン

で
あ
る
〉
こ
の

両
案
か
ら
後
者
を
選
ぶ
際
に
委
員
会
が
示
し
た
判
断
は
興
味
深
い
。

出
来
の
装
飾
観
を
保
持
す
る
委
員
会
は

シ
ッ
ク
・

Jア
、
ザ
イ

ン
い
の
ほ
う
が

「
代
く
か
巾
'
旬
一
で

一
J
Z
F
I
J
i
l
l

っ
ノ
1
7

ン
・
デ
、
ザ
イ
ン
し
の
ほ
う
、
が
よ
り
「
簡
素
一
で
あ
る
と
し
て
後
者
を
選
択
し
た
υ

そ
の
委
日

会
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
オ
l

エ
ン
は
、
後
に

で
凹
凸
の
少
い
形
を
し
て
い
る
の
で
、

シ
ッ
ク
・
デ
、
ザ
イ
ン
し
は
実
施
案
よ
り
も
娃
れ
見
よ
が
し
だ
が
、
全
体
的
に
は
簡
潔

事

よ
り
少
い
予
算
で
出
来
る
と
認
め
た
。

グ
リ
ノ
ウ
が
批
判
す
る

ケ
チ
ヤ
レ
ス
ク
」
な
ス
ミ
ス
ソ
ニ
ア
ン
の
デ
ザ
イ
ン
を
支
持
し
た
オ
!
エ
ン
と
そ
の
同
聞
の
人
々
の
問
に

J
b
 

こ
の
よ
う
に
装
飾
を
斥
け
よ
う
と
す
る
倫
問
的
な
デ
ザ
イ
ン
観
が
存
夜
し
た
。
し
か
し
、

彼
ら
の
装
飾
観
は
非
常
に
混
乱
し
て
い

た
。
も
し
倫
理
的
な
デ
ザ
イ
ン
観
を
有
す
る
な
ら
ば
、
彼
ら
が
批
判
す
べ
き
も
の
は
従
来
か
ら
「
装
飾
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
は
な

く
、
装
部
の
非
倫
理
的
な
側
面
あ
る
い
は
性
絡
を
持
つ
装
飾
以
外
の
も
の
に
も
般
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
ニ

十
世
紀
に
出
現
す
る
「
無
装
飾
し
で
大
服
な
一i

構
成
」
の
モ
ダ
ン
・
デ
ザ
イ
ン
の
美
的
判
断
お
よ
び
倫
理
的
判
断
の
行
方
を
示
し
て
い

る
。
批
判
す
べ
き
も
の
は
「
装
飾
い
で
は
な
い
こ
と
を
グ
リ
ノ
ウ
は
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
の

-
V小

~
v
小

六
-

ψ小

ψ小

ψ小

「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
し
と
い
う
一
一
一
日
梨
と
「
機
能
的
い
と
い
う
一
日
以
来
は
同
義
諾
な
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
質
問
、
が
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ペ
ヴ
ス
ナ

機
能
主
刊
誌
と
一
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
い

o 
15. 



機
能
、
正
義
と
…
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」

一O
六

(
Z符
三
m
g
H
U
O〈
印
門
戸
⑦
吋w
S
O
N
H
U∞
N
)
に
向
け
ら
れ
た
の
は
、

一
九
四
七
年
十
一
月
に
彼
が
ロ
ン
ド
ン
で
行
っ
た
「
建
築
に
お
け
る

ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」
と
題
し
た
請
出
の
後
の
質
疑
討
論
の
席
上
で
あ
っ

こ
の
よ
う
に
問
わ
れ
た
理
由
は
ふ
た
つ
あ
る
や
ひ
と
つ
は
英

同
に
お
け
る

「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス

の
歴
史
的
展
開
を
一
九
四
0
年
代
の
研
究
課
題
と
し
て
き
た
ベ
ヴ
ス
ナ
ー
が
、

そ
の
成
果
を
モ
、
タ

ン
・
デ
、
ザ
イ
ン
に
、
そ
れ
も
造
闘
で
は
な
く
建
築
に
、
直
接
に
当
て
依
め
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
るσ

そ
の
訴
演
を
ペ
ヴ
ス
ナ
l

は
都
市

に
お
け
る
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」
の
意
義
を
論
じ
て
結
ん
で
い
る
。
彼
は
、
現
代
の
よ
う
に
、
ひ
と
つ
の
建
物
の
機
能
が
按
雑
に
な
れ
ば

な
る
ほ
ど

「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」
を
除
外
す
る
齢
格
な
形
式
や
相
称
性
そ
し
て
平
滑
さ
や
均
衡
な
ど
を
そ
こ
に
抑
し
つ
け
る
こ
と
は
閤

難
に
な
り
、
一
史
に
、
動
的
で
非
形
式
的
な
諸
要
来
を
含
む
現
代
の
生
活
路
式
が
そ
こ
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
建
築
に
お
け
る

「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
し
の
諸
原
理
は
今
日
の
状
況
へ
の
素
晴
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
と
述
べ
た
。
更
に
ペ
ヴ
ス
ナ
i

は
、

「
こ
れ
ら
の

基
準
は
今
日
で
も
、
十
八
世
紀
に
お
け
る
と
同
様
に
、
側
々
の
建
物
だ
け
で
は
な
く
複
数
の
建
築
物
問
の
関
係
の
諮
問
題
へ
、
す
な
わ
ち

都
市
計
問
や
地
域
一
一
一
昨
阿
の
諸
問
題
へ
適
用
さ
れ
る
と
付
け
加
え
た
。
ペ
ヴ
ス
ナ
l

は
十
八
世
紀
に
は
、
人
工
的
要
素
を
幾
ら
か
含
む
に

し
て
も
、
少
く
と
も
非
都
市
的
な
風
景
を
見
る
観
点
で
あ
っ
た
の

「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
し
を
十
九
位
紀
や
二
十
位
紀
の
個
別
の
建
物
の
見

の方
でに
あ強
る吟 iJI

導
入
し

「
機
能
い
あ
る
い
は
現
実
的
嬰
詰
と
結
び
付
け
、

更
に
翻
っ
て
都
市
計
耐
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
適
刑
し
よ
う
と
試
み
た

も
う
ひ
と
つ
の
理
由
は

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
十
八
段
紀
末
に
ア
l

チ
ボ
ー
ル
ド
・
ア
ワ
ス
ン

(
〉2
E
ぴ
回
日
仏
〉
口
問
。
H
Y
M
吋
可
お

ω
由
)

に
至
る
連
合
論
の
伝
統
が
機
能
主
義
理
論
と
折
衷
主
義
的
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
い
論
と
い
う
、

@
 

の
形
成
に
賞
献
し
た
歴
史
、
が
示
す
よ
う
に
、
実
際
的
機
能
に
関
わ
る
デ
、
ザ
イ
ン
と
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
い
の
問
題
と
は
向
一
の
根
を
共
有

一
見
ま
っ
た
く
相
兵
な
る
ふ
た
つ
の
理
論

し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
は
ジ
ョ
ン
・
サ
マ

i

ソ
ン

c
c
yロ
ω
ロ
5
8
0

門
凹
O
P
E
O
品
l
)
に
よ
る
「
今
宵
ペ
ヴ
ス
ナ
l

博
士
が

@
 

ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
建
築
と
し
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
は
建
築
そ
の
も
の
の
こ
と
だ
」
と
い
う
、
そ
の
講
演
後
の
コ
メ
ン
ト
に
簡
潔
か
っ
適
切



表
わ
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
第
二
の
理
由
を
認
識
す
る
な
ら
ば
、
第
一
の
理
'
問
、
す
な
わ
ち
ペ
ヴ
ス
ナ
ー
に
よ
る
強
引
な
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
クL
の
適
用
に
尚

吏
大
き
な
問
題
を
見
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
ク
リ
ス
ト
ア
ア

1

・
ハ
ッ
シ
I
S

日
三
件
。
七
宮
門
司
5

認
可
唱
呂
田U
H
2
0
)と
並
ん
で
、

当
時
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」
研
究
の
権
威
で
も
あ
っ
た
ぺ
、
ヴ
ス
ナi
自
身
の
こ
の
試
論
は
、
肢
史
研
究
だ
け
で
は
な
く
近
代
デ
、
ザ
イ
ン
そ

の
も
の
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
が
大
き
い
か
ら
で
あ
る
。
事
実

ペ
ヴ
ス
ナ
l

は
「
ア
i

キ
テ
ク
チ
ュ
ラ
ル
・
レ
ヴ
ュ
!

』
誌
に
お
い
て
、
ル
・
コ
ル
ピ
ュ
ジ
エ

(
ドσ
の
O
吋
ぴ5
~
2
・
5
∞
吋
呂
田
山
)
に
よ
る
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
、
ガ
ル
ト
・
ジ
l

ド
ル
ン
グ
の
住
宅
お
よ

び
モ
ス
ク
ワ
の
セ
ン
ト
ロ
ソ
ユ

l

ス
計
爾
の
斜
め
上
方
か
ら
の
立
体
関
を
添
え
て
、
そ
れ
ら
の
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス

性
を
解
説
し
た
こ

と
が
あ
る
わ
周
辺
の
状
況
か
ら
切
り
離
し
て
、
そ
れ
ら
の
建
築
詳
の
内
部
だ
け
で
問
題
に
さ
れ
て
い
る
そ
の
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」
は
十

八
世
紀
の
本
来
の
も
の
で
は
な
く

ス
ミ
ス
ソ
ニ
ア
ン
に
代
表
さ
れ
る
十
九
世
紀
的
な
も
の
に
近
く
、
更
に
そ
れ
ら
が
地
上
の
人
間
に
は

不
可
能
な
空
中
か
ら
の
視
点
で
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
二
十
位
紀
の
も
の
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

グ
リ
ノ
ウ
、
が
批
判
し
た
の
は
以
上
の
よ
う
な
本
来
あ
る
べ
き
状
況
に
畏
か
れ
ず
、
本
来
と
ら
れ
る
べ
き
視
点
以
外
か
ら
見
ら
れ
た

む
し
ろ
彼
は
十
八
世
紀
の
プ
ラ
イ
ス
や
ナ
イ
ト
が
賞
賛
し
そ

、
川

后
u匂匂

う
な
大
地
に
印
属
州
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
農
家
に
は
好
意
的
な
眼
を
向
け
て
い
る
。
グ
リ
ノ
ウ
も
公
共
建
築
に
つ
い
て
の
示
唆
を
残
し
て
い

ク
チ
ヤ
レ
ス
ク
」
で
あ
り
、
そ
の
す
べ
て
を
夜
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い

る
が
、
そ
こ
に
も
十
八
世
紀
の
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」
観
に
は
重
姿
な
建
物
と
敷
地
と
の
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
関
係
が
冒
頭
か
ら

論
じ
ら
れ
て
い
る
。

京
裂
な
公
共
の
諸
建
築
物
に
つ
い
て
の
す
べ
て
の
意
見
に
は
ニ
京
の
主
題
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
の
有
機
的

構
造
と
記
念
的
性
格
で
あ
る
。
建
物
を
し
っ
か
り
と
大
地
に
植
え
付
け
、
そ
こ
に
要
る
で
あ
ろ
う
光
と
、
必
要
な
安
気
を
与
え
、
使

機
能
主
義
と
…
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」

一O
七



総
能
主
義
と
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
い

一O
八

利
な
よ
う
に
諸
担
問
を
配
分
し
、
そ
れ
ら
の
規
模
を
決
定
し
、
各
々
の
機
能
に
ふ
さ
わ
し
い
形
態
に
つ
く
り
あ
げ
る

[
j
i

こ
れ
ら
の

み
利

行
為
が
ひ
と
つ
の
建
築
物
を
有
機
的
に
つ
く
り
あ
げ
る
の
だ
。

こ
れ
は
既
に
検
討
し
た
ワ
シ
ン
ト
ン
・
モ
ニ
ユ
メ
ン
ト
の
批
判
と
ス
ミ
ス
ソ
ニ
ア
ン
の
批
判
を
含
む
評
論
「
ワ
シ
ン
ト
ン
の
美
学
(
〉
2
1

同
町
内
社
内
印
三
者ω
岳
山
口
ぬ
門
O
ロ
)
」
の
一
節
だ
が
、
こ
こ
に
現
わ
れ
て
い
る
「
有
機
的
(
O品
川
三
の
)
」
と
つ
記
念
的
(
3
0ロロ
ヨ

g
E
)
い
と

い
う
概
念
は
グ
リ
ノ
ウ
に
と
っ
て
藍
要
な
も
の
で
あ
り
、

一
ア
メ
リ
カ
の

で
は
次
の
よ
う
な
分
節
を
も
示
し
て
い
る
。

建
築
の
諸
命
保
理
が
そ
の
構
築
に
展
開
さ
れ
る
諸
建
造
物
は
、
使
用
者
の
一
安
求
に
応
え
る
べ
く
形
成
さ
れ
る
有
機
的
な
も
の
か
、
ぁ

@
 

る
同
民
の
共
感
や
信
仰
あ
る
い
は
貯
み
に
対
応
す
る
記
念
的
な
も
の
と
に
分
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
ふ
た
つ
の
網
へ
の
諸
建
築
物

の
大
分
類
は
構
造
体
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
変
稀
ま
で
を
包
含
し
、
時
に
は
ひ
と
つ
の
建
造
物
に
並
存
ま
た
は
混
在
す
る
こ
と
も
あ

る
、
が
、
個
別
の
抽
象
的
本
性
を
有
す
る
も
の
な
の
で
、
別
々
の
独
交
し
た
法
則
を
持
っ
て
い

こ
の
よ
う
な
生
物
学
的
分
類
へ
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
お
い
て
、
有
機
的
な
建
築
物
の
機
械
へ
の
ア
ナ
ロ
ジ
!
が
議
場
す
る
。

第
一
の
網
で
は
、
明
確
な
諸
要
求
に
応
じ
て
、
構
成
と
担
分
の
諸
法
則
が
論
証
可
能
な
指
示
に
従
う
。
そ
れ
ら
は
、
各
々
が
属
す

る
積
の
抽
象
さ
れ
た
裂
を
参
照
し
て
形
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
り
、
機
械
と
呼
ば
れ
て
も
良
い
だ
ろ
う
。

こ
れ
か
人
八
十
年
後
の
ル
・
コ
ル
ピ
ュ
ジ
エ
に
よ
る
「
家
は
住
む
た
め
の
機
械
で
あ
る
し
そ
し
て
「
椅
子
は
腰
を
掛
け
る
た
め
の



あ
る
い
と
い
う
表
現
と
の
類
似
性
は
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
穏
の
グ
リ
ノ
ウ
に
よ
る
機
械
へ
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
は
「
機
能
」
の

布
市
ぃ
一
が
説
か
れ
て
い
る
と
同
時
に
「
型
(
々
匂
日
)
」
の
要
請
が
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。

第
二
の
網
に
分
類
さ
れ
る
構
築
物
は
、

そ
れ
ら
に
作
用
す
る
情
緒
の
法
則
と
、
そ
れ
ら
が
訴
え
る
共
感
の
法
則
の
み
に
京
縛
さ
れ
、

そ
れ
ら
の
源
と
な
る
感
情
を
表
現
す
る
た
め
に
熟
慮
さ
れ
た
位
誼
を
占
め
熟
考
さ
れ
た
形
態
を
と
る
。
そ
れ
ら
の
多
様
性
に
は
如
何

な
る
限
度
も
あ
り
え
ず
、

そ
れ
ら
の
規
模
と
立
派
さ
は
常
に
そ
れ
ら
を
建
設
し
た
人
々
の
能
力
に
比
例
し
て
き
た
。

こ
こ
に
は
、
記
念
的
な
も
の
へ
の
非
常
に
白
山
な
グ
リ
ノ
ウ
の
考
え
方
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
そ
れ
が
建
て
ら
れ
る
べ
き
場
所

と
そ
の
形
態
の
決
定
に
お
け
る
考
え
抜
か
れ
た
明
確
な
理
山
の
要
請
が
示
さ
れ
て
い
る
。独
立
戦
争
の
記
念
碑
に
エ
ジ
プ
ト
の
オ
ベ
リ
ス

ク
を
提
案
し
、

ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
を
古
代
、
ギ
リ
シ
ア
人
の
姿
で
彫
刻
に
し
た
グ
リ
ノ
ウ
は
、

ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
が
現
年
に
は

住
む
た
め
の
機
械
い
と
述
べ
る

九
二
ニ
年
の
シ
カ
ゴ
・
ト
リ
ピ
ュ
i

ン
社
の
高
約
社
殿
の
デ
ザ
イ
ン
・
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
に
ド

ー
リ
ツ
ク
・
オ
ー
ダ

i

の
円
柱
を
提
案
し
た
ア
ド
ル
フ
・
ロ
ー
ス
を
恕
わ
せ
る
が
、

モ
ニ
ユ
メ
ン
ト
の
本
質
の
理
解
に
お
い
て
は
彫
刻
家

グ
リ
ノ
ウ
が
ロ
l

ス
を
凌
ぐ
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
グ
リ
ノ
ウ
が
オ
ベ
リ
ス
ク
を
選
ん
だ
理
山
は
、
円
柱
型
の
記
念
碑
等
と

の
比
較
に
お
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
オ
ベ
リ
ス
ク
ほ
ど
寸
こ
こ
に
在
り
一
と
場
所
と
存
在
を
示
す
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
他
に
無
い
と
彼

は
述
べ
て
い
る
。
グ
リ
ノ
ウ
は
述
恕
に
よ
っ
て
古
代
エ
ジ
プ
ト
や
ギ
リ
シ
ア
の
威
光
を
符
よ
う
と
し
て
そ
の
よ
う
な
形
態
を
選
択
し
た
の

で
は
な
く
、
そ
の
形
の
本
性
の
た
め
に
選
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
1

有
機
的
い
と
「
記
怠
的
い
と
い
う
概
念
を
吏
に
発
民
さ
せ
る
こ
と
無
く
一
八
五
二
年
に
グ
リ
ノ
ウ
は
他
界
す
る
が
、
そ
の
対
概

念
は
残
っ
た
。
グ
リ
ノ
ウ
に
と
っ
て
の

つ
有
機
的
」
と
は
寸
機
能
的
」
に
恨
め
て
近
く
、彼
の
1

記
念
的
」
と
同
様
に
神
学
的
意
味
あ
い

機
能
主
義
と
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ヶ
ー

一
O
九



機
能
主
義
と
…
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」

二

O

を
含
ん
で
い
た
。

つ
有
機
的
(
。
品ωロ
刊
の
)
」
と
い
う
概
念
は
ア
メ
リ
カ
で
は
か
な
り
保
た
れ
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
急
進
的
な
モ
ダ
ン

デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て
は

つ
機
詑
的
2
5
2
日0
5
3
」
よ
り
も
吏
に
唯
物
的
な
「
道
具
的
(
山
口
山
守
口
3
3
S
}
)
」
と
い
う
探
念
に
取
っ
て

代
わ
ら
れ
た
。

「
住
む
た
め
の
機
械
」
等
の
議
論
に
よ
っ
て
云
ゆ
る
「
機
能
主
義
」
デ
、
ザ
イ
ン
の
先
践
に
立
っ
た
か
に
見
え
た
ル
・
コ
ル

ど
ュ
ジ
エ
は
、
平
く
も
一
九
二
九
年
に
ハ
ン
ネ
ス
・
マ
イ
ヤ

l

(
民
自5
2

冨
3
2
・

z
g
1
3
2
)
の
主
張
を
支
持
す
る
チ
エ
コ
の
評
論

家
カ
レ
ル
・
タ
イ
ガ
(
穴
足
。
円
、
吋
巴
官
生
没
年
不
詳
)
に
よ
り
A

マ
ン
ダ
ネ
ウ
ム
(
宮
5
己
山
口
2
5
)
V
計
画
の
「
記
念
的
一
性
格
を
批
判

@
 

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
、
グ
リ
ノ
ウ
の
理
論
に
お
い
て
は
少
く
と
も
排
他
的
で
は
な
か
っ
た
「
有
機
的
」
と
「
記
念
的
」
と
い
う

一
一
刻
の
概
念
は
、「
道
具
的
」
と
「
記
念
的
い
と
い
う
柏
谷
れ
な
い
一
艇
の
対
立
概
念
に
よ
り
取
っ
て
代
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
そ
ダ

ン
・
デ
、
ザ
イ
ン
に
お
け
る
「
モ
ニ
ユ
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
一
と
「
イ
ン
ス
ト
ル
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
一
の
止
揚
と
い
う
課
題
は
、
更
に
新
し
い
世
代

へ
と
引
き
継
、
が
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

本
論
は
昭
和
ω
年
度
科
学
研
究
叫
灯
油
助
金
(
奨
励
研
究
川
)
に
よ
る
研
究
の
級
ι円
で
あ
る
。
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